
あなたのまちの海の日サポートプログラム

きれいな海を守る、
海の元を見て感じて
学ぼうプロジェクト

事業推進と“山と海の関連性“をネットワークする場の創出

報告書
平成２７年９月３０日



はじめに

【目的】

昨今、きれいな海を守るため、海辺でのビーチクリーンや生態系保全の取り組みが行わ
れています。日本で４番目に広い面積を有し８県と隣接する長野県は“”海なし県ではあ
りますが、日本海と太平洋とは川という絆で結ばれています。山の環境保全を整え、山
の恵みを守ることが海の恵みを守ることに繋がっています。きれいな海を当たり前のよう
に享受している人たち（特に子ども世代）に、きれいな海の元となる源流へ行ってもらい、
海の元となる湖とその周辺の環境を勉強したり清掃活動を通じ“山と海の関連性“につ
いて理解を深めてもらいます。

【目標】

海なし県として普段から海と馴染みのない長野県の子どもたちに、山での活動がそのま
まきれいな海になるという大きな枠組みを学んでもらい、海への関心を高めるとともに、
海あり県の子どもたちと交流を図り、「山から海を学ぶムーブメント」として継続的に続い
ていく座組みを形成します。また山と海が実は一体となって支えあって成立している事の
関連性を学び取ってもらい、交流を活性化させ、ひいては海を考える機会を増やしていく
ことを目標とします。



■事業報告① 【海の源「諏訪湖」での清掃活動】
• 時期 ８月２２日（土）～２３日（日）

• 場所 諏訪湖

• 対象 天竜川源流の諏訪湖の子供たち、天竜川下流域の静岡県の子供たち

• 概要 天竜川が太平洋にたどり着く静岡県、その静岡科学館「る・く・る」に集う

子供たちと源流諏訪湖の子供たちが諏訪湖の水質調査や清掃、里山遊び

を通じて山・川・海、そして自分たちがつながっていることを知る機会とする。

■ニュースリポート
諏訪湖畔でインタビュー取材を受ける日本財団の青木さん。
海でつながるプロジェクトについて趣旨と想いを伝えました。

※DVD参照



• 現場リポート ８/２２（土）

■事業報告① 【海の源「諏訪湖」での清掃活動】

「長野日報」
8/23付記事

宮原准教授による水質調査 北原さんによる釜口水門の説明 小平さんによる終末処理場の案内



■事業報告① 【海の源「諏訪湖」での清掃活動】

• 現場リポート ８/２２（土）

「海・山・川、その自然のつながりが人と人をつなげていく
んですよ」という事を子供たちに伝えていきたい。
自然とたくさんふれ合った子供は自然力を身につけて行く。

大人になるにつれ苦しいこと嫌なことに直面しても生きて
いくエネルギーに変えることができる。
長野の自然から生きるエネルギーをたくさんもらえる。
このような機会をいただけた事にとても感謝している。



■事業報告① 【海の源「諏訪湖」での清掃活動＆交流会】
• 現場リポート ８/２３（日）

海のそばに住み山の事を知らない 天竜川の源流を知りたい 子供にチャレンジ精神を失ってほしくない

「静岡と長野の子供たちが自然の中で交流し
川でつながっていることを知る機会としたい。
子供たちの観察力がすごい。元来持っている
モノだったのが人工物の中で育っていくうちに
少しずつ鈍くなっているのかな、と感じている。
ただ静岡の子供たちの感性はすばらしい。
自然の中で育っていく子供たちの感覚はセンス
の良い大人になっていくと思う。」

自然とアドベンチャーが好き
兄弟みんなが自然が大好き

好きな事に熱中する情熱を失わせたくない

その他たくさんのファミリーの方々
紙面でご紹介できず、ごめんなさい。



• 日時 ９月５日（土）

• 対象 長野県民

• 概要 日頃は見ることができない湖中の状況（ごみ等）を確認し、環境整備

ならびに浄化作業の大変さをより身近で実感してもらい、子供から親

へのコミュニケーションを作り、テレビニュースを通じて親にも県民にも

主体的に学び、考える場を創出する。

・参加者 ２３名

■事業報告②
【海の源「木崎湖」での湖中環境整備体験学習＆湖中清掃】

■ニュースリポート ９/５ 「NBSみんなのニュース」 放送



• 現場リポート

■事業報告②
【海の源「木崎湖」での湖中環境整備体験学習＆湖底清掃】

湖底のごみの多さにビックリ



■事業報告③ 【山と海の関連性をネットワークする場の創出】
～NBSまつり～海洋開発の未来を考える～

＊時 期 ９月１２日（土）～１３日（日） AM１０：００～PM５：００

＊場 所 長野市エムウェーブ

＊主 催 NBS長野放送

＊対 象 長野県民

＊来場者 ２１,１７３名

＊概 要 ・海の生き物の行動や機能を分析した海洋生物ロボットの展示。

・海なし県として、普段海と接する機会が少ない子供たちに海洋生物

ロボットの特徴ある動きやロボット製作がどう海洋開発に活かされて

いるのか関心を持ってもらう。

・海洋環境の現状や東海大学海洋学部の活動内容も紹介する。

・海でつながるプロジェクト 海を守る宣言 記念撮影

ならびにNBSまつりホームページにて写真公開。



東海大学海洋学部ワンダフル・マリン
アニマルズのスタッフのみなさま

東海大学海洋学部ワンダフル・マリン
アニマルズの舟尾さま

東海大学海洋学部ワンダフル・マリン
アニマルズの学生さん

海洋生物ロボットを手に説明する東海
大学海洋学部ワンダフル・マリンアニ
マルズの学生さん

東海大学海洋学部の海洋生物ブース
の実験を見学する人だかり

毎回何重にも人が集まり熱心に説明
を聞き入る見学者たち

NBSまつり会場の全体の様子
一日５回のロボット実験は始まる前
から子供たちが楽しみにしていた

■事業報告③ 【山と海の関連性をネットワークする場の創出】
～NBSまつり～海洋開発の未来を考える～



特別番組「NBSまつり2015」 イベント会場から生中継
★放送日時：９月１２日（土） ９：５５～１１：１５

東海大学海洋学部スタッフ 出演 約３分間

■事業報告③ 【山と海の関連性をネットワークする場の創出】
～NBSまつり～海洋開発の未来を考える～

なまこ、貝・・・＆実際触ることができない危険生物
ロボットをつくりたい

海なし県の長野県の子供たちが見て触って海への
関心を高めていました



■事業報告④ 【NBSまつり～山と海の関連性をネットワークする場～】
◎ネットワークする場のスペース図 （１０ｍ×１０ｍ）

テレビモニターで諏訪湖での座学や清掃活動、木崎湖
清掃活動の様子、参加者のインタビューをDVDにて上映。

・諏訪湖での交流報告
・木崎湖での交流報告
・DVDモニター放送



■事業報告④ 【NBSまつり～山と海の関連性をネットワークする場～】

「海でつながるプロジェクト」ボードの前で私たち宣言しました！ １７４組 ３４８名
“海を守ります” “海が大好き！” “海に行きたい！”

長野放送ホームページ掲載
http://www.nbs-tv.co.jp/
contents/post-152.php

*月間アクセス数： ７２万回
*掲載期間：９/１４～１０/３１



■成果物

＊報告書 「きれいな海を守る、海の元を見て感じて学ぼうプロジェクト」

＊DVD 「海に想いを。～きれいな海を守る、海の元を感じて学ぼうプロジェクト～」１５０枚

＊ポロシャツ ５５枚

＊印刷物（チラシ 2,400枚、パンフレット 15,000枚）

＊パネル「海でつながるプロジェクト」 １枚
DVD

A3パンフレット

A4チラシ
パネル スタッフポロシャツ


